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宮古および八重山群島で発見されたり`ＩＣ"S属

ミバエ３種について

田尾政博・照屋匡

(農林水産省那覇植物防病事務所）（沖縄県農業試験場）

MasahiroTAoandTadashiTERuYA：Twounknownandonerediscovered

specieso(theGenusDacz`s(Diptera：Tephritidae)(romMiyakoandYaeyama

Isles，Okinawa，Japan

１．はじめに 本文に入るに先立ち，有益な御助言を賜った沖縄県農

業試験場志賀正和博士，採集データ等を提供していただ

いた沖縄県農林水産部ミバエ対策事業所の西村真氏，農

林水産省那覇植物防疫事務所石垣出張所の各位及び同定

の労をとられた大阪府立大学伊藤修四郎教授に深く感謝

の意を表する。

沖縄県は宮古・八重山群島のミカンコミバエＤ`ＩＣⅢｓ

(Ｂａｃｔｍｃｅｍ)ぬ応ａＪｉｓＨＥﾉvDEL根絶のために，1982年から

本種の防除を行ってきた。この防除にはミカンコミバエ

雄の誘引剤であるメチルオイゲノール(methyleugenol）

と殺虫剤ＢＲＰを浸ませたテックス板の散布による，い

わゆる雄除去法（maleanihilation）が用いられてきた。

防除効果の確認は，メチルオイゲノール剤３９を装填し

たスタイナー型トラップ（メチルオイゲノールトラップ）

による調査と寄主植物の果実を採集して寄生果率を調べ

る果実調査の両方法により行われている。

前述の二方法による調査の過程で，これまでに記録の

なかったり`ｚｍｓ属ミバエの２種と雄のみで記載されてい

た同属ミバエの雌が採集され（Ｆｉｇｌハまた寄生植物

についての若干の知見も得られた。

以下にこれら３種のDcJms属ミバエの発見経過，形態

的特徴及び採集データについて報告する。

取り扱いの便宜上，各々の種に和名をつけた。和名は

寄主植物にちなんで命名した。属や亜属の検索はDREｗ

（1972）及びＤＲＥｗｅｔａｌ（1978）に従った。体の各部

位の名称は主として素木（1954,1962）に，雌雄の交尾

器の用語はそれぞれＨＡＲＤＹ（1973）及びBusll（1966）

によった。なお種名が不明であるリュウキュウガキミバ

エ及びスズメウリミバエについては，現在農林水産省横

浜植物防疫所調査研究部に同定依頼中である。

植物の和名や学名は大野・初島（1977）を参考にした。

本研究で使用した標本は沖縄県農林水産部ミバエ対策

事業所，病害虫防除所，農業改良普及所，市町村及び農

林水産省那覇植物防疫事務所とその各出張所の協力のも

とに採集されたものである。

２．リュウキュウガキミバエ（新称）

DczczZs（azc的CeγαノＳＰ
発見経過

最初の発見個体は1982年１１月に石垣島のリュウキュウ

ガキ（ＤｉｏＷ'Ｄｓｍａｒｉ伽αＢし）の果実に寄生していた

もので，雌雄各一頭づつであった。その後竹富島，小浜

島，黒島，波照間島等でもリュウキュウガキの果実への

寄生が確認された。これまでに判明した寄生植物はリュ

ウキュウガキのみで，寄生の時期は１０月～３月である。

ｌ果あたりの寄生虫数は１～16頭であった。

またミカンコミバエ用のトラップで11月－４月の間，

雄成虫が捕獲されており，メチルオイゲノールに誘引さ

れた可能性が強い。（Ｆｉｇ２）

形態（Ｆｉｇｌ－ＡＦｉｇ２）

全体：体は黒色で体長６～７mm・サタミバエ（高田・

一戸(1982)）に酷似する。

頭部：①顔面に１対の黒斑がある。②単眼三角瘤

は黒色。③後頭ﾀﾞlIilUii毛は黒色。④止額眼縁鰊毛はｌ

対。⑤下額眼縁純毛は１対。

胸部（Ｆｉｇ２－ａｂ,c）：①小楯板練毛はｌ対。②

小楯板基部に黒斑がわずかに見える。③側縦帯，中央

縦帯はない。④腹胸側板斑は黄色で明瞭。⑤雄では

翅の第２前縁室先端部の２／３に微毛を生じ，雌は第２

iii縁室の先端からｌ／２に微毛を生ずる。
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間島，与那国島。

採集データ：果実調査及びトラップ調査による採集

データを第１表及び第２表に記す。

腹部：

１．背板（Ｆｉｇ２－ｄ川①雄の第１節中央部に黄白

色部があり，第１，第２節の先端部に黄白色の横帯が薄

くみえる。②雄の第３，第４節の先端部に褐色の横帯

が薄くみえる。③雌の第１節は大部分が黄白色で，第

３，第４節先端部の横帯は雄よりもはっきりしている。

④雄の第３節にまつげ状縁毛がある。

２．腹板（Ｆｉｇ２－ｅ）；雄の第５腹板後縁はわずかに

凹む。

３．雄交尾器(Figs2-f,g）；①上尾突起の後葉は

短い｡②phallicapodeme(陰茎甲）はあまり発達せず，

前方へ突出しない。③fultella（陰茎支柱）は前方へ

突出する。④genitalringmembraneが前方で嚢を形

成する。

４．雌産卵管（Figs2-h,i,j）；①産卵管は長い。

②preapicalsetaeofpiercer（鎖孔器端前鰊毛）は３

本で同長。

サタミバエとは胸部②③④⑤，腹部背板①②等により

区別できる。

分布：石垣島，竹富島，黒島，小浜島，西表島，波照

第２表トラップ調査によるリュウキュウガキミバエ

の採集記録

Table2RecordsofDac"ｓ(BaclrocFm)ｓｐ・collected

bymethyleugenoltrap

１９８３．１１２４
■△■■■

Ｉｒｌｏｍｏｔｅ

１１２４
与那国

Ｙｏｎａｇｕｎｌ
Ｕ二．．．

Ish1gak，

１２．１２

１２１６

第１表果実調査によるリュウキュウガキミバエの採集記録

TablelRecordsofDcJc"ｓ(Bact70cem)spcollected（ｒｏｍ

ＤｉｏＳｐｙｍｓｍａｒｉｔ伽ａＢＬ

＊雄のみ採集．＊Onlymaleswerecaptured

３．スズメウリミバエ（新称）

DCzcz`MZbz4gMzcz`Sノ畝
発見経過

1983年７月に西表島に設置されているメチルオイゲ

ノールトラップに６地点ご'4頭誘殺されたのをはじめに

宮古島，石垣島，与那国島で続けて発見された。誘殺時

期は４月～11月までである。キュールアトラップでも少

数ではあるが採集されている。

また寄主植物の調査により，1983年８月に採集した石

垣島産のオキナワスズメウリ（Djp/bcyc/０ｓ，α/mams

CJEFFREY）から雄１頭の羽化を確認した。

形態：（Ｆｉｇｌ－ＢＦｉｇ３）

全体：ミスジミバエ,カポチヤミバエに似るが小型で，

体長約６mm，体は淡黄褐色。

頭部：①顔面に黒斑がない。②単眼三角瘤は褐色

～黒色。③上額眼縁鰊毛はｌ対。④下額眼縁練毛は

２対。

胸部（Figs3-a,b,c）：①小楯板練毛は２対。②

小楯板先端部は褐色斑がある。③側縦帯，中央縦帯が

明瞭。④肘脈付近に斑紋は見られない。

腹部：

１．背板（Ｆｉｇ３－ｄ）；①雄の第３節にまつげ状縁

１９８

1０１８

１０

１９８４

＊雌雄いずれも採集．

＊Maleｓａｎｄfemaleswerecollected

調査年月日
Ｄate

場所

Locality
(Island）

採集地点数

No.trapped
ｐｏｌｎｔｓ

採集頭数．
Ｎｏ．fliess＊

1983.11.24
石表島

(Iriomote）
１ １

1１．２４
与那国島

(Yonag
１ １

1１．３０
石垣島

(IshiRaki）
１ １

12.12 ” １ １

1２．１６ ” １ １

1９８４．３．１５ ” １ １

４．１６ ” １ １

採果年月日

Ｄate

場所

Locality
(Island）

調査果数

No.fruits

collected

寄生果数

No.fruits

infested

羽化頭数。

Ｎｏ．flies＊

1９８２．１１．２５
石垣島

(Ishigaki）
２

1９８３．３．７ 〃 ６ １ １

８．３０ " 5３ ５ 1０

９．３０ 〃 9１ ６ 2３

1０．１８ 〃 204 １２ 1２７

1０．３１ 〃 6４ 1３

１１．２８
竹富島

(Taketomi）
206 ３ ３

1９８４．１．２２ 〃 3４ 1１ １８

２．１５
波照間島

(Hateruma）
3５ １ ４

２．２０
黒島

(Kuroshima）
１６５ １ ３

２．２３
小浜島

(Kohama1
1４７ ５ ８



田尾・照屋：宮古および八重山群島で発見されたazczds属ミバエ３種について 2７

ロ■

1liiii蕊

芦
①
一
戸
一
呵
的
』
○
つ
日
即
日
』
一
日
日
①
即
《
、
》
三
①
「
シ
一
句
』
①
一
口
一
日
口
目
一
国
白
①
、
。
｝
》
シ

①
］
日
出
①
］
⑪
｛
⑰
日
日
○
で
□
■
（
①
一
彦
①
『
シ
｛
■
日
○
で
日
■
①
巳
○
つ
二
口
ご
》
三
①
『
戸
『
何
日
○
つ
ロ
「
×
甸
肖
ｏ
己
。
》
』
夢
①
宮
一
句
出
①
］
口
一
日
×
■
】
○
二
］
二
団
日
』
』
㎡
ｌ
の
一
口
巳
．
□
的
（
吻
苗
Ｑ
具
、
ｐ
、
菖
包
Ｎ
）
物
邑
旨
ぺ
目
．
の
．
凶
』

恒
、、

恥

蝋蝋

■ミ■ミ

Ｔ 巨曰
、
、
つ

。
●
Ｂ
一

ﾗニーー

篭
纐;iil11lil蕊篝！ １●

、

'／

''７＜

<’

b、､、、

几
。

酉、

霧

口

■さ・■さ・

Ｌ
」
Ｐ

（Ｕ
小



沖縄農業第19巻第１．２併号（1984年）2８

第４表トラップ調査によるスズメウリミバエの

採集記録

Table4Recordso（mc"s(Ｚｅｚ`gMJcz4s)ｓｐ､collected

bymethyleugenoltrap

毛がある。②全体は淡黄褐色で第３節の基部，先端部

のまつげ状縁毛基部に黒褐色の横帯があり，第４，第５

節に黒縦帯がある｡個体によっては更に第３節に黒縦帯，

第４節基部に黒横帯がある。

２．腹板（Ｆｉｇ３－ｅ沁雄の第５腹板後縁はわずかに

凹む。

３．雄交尾器（Ｆｉｇｓ３－ｆｇ）；①上尾突起の後葉は

長い。②phallicapodeme（陰茎甲）はよく発達し，

前方へ伸長する。

ミスジミバエ，カポチヤミバエとは頭部①，胸部④⑤

及び腹部背板②等により区別される。

分布：宮古島，石垣島，小浜島，西表島，与那国島。

採集データ：果実調査及びトラップ調査による採集

データを第３表及び第４表に記す。

表島

（Irlomote
１９８３

ナ那国

Ｙｏｎａｇｕｎｉ

７１１
坦胎

Ishlgak,）
１５６

７２０
二時

（Ishlgak,）
那国島

(Yonagunl
７．２１

石、店

（Ishlgak,）
８．３

第３表果実調査によるスズメウリミバエの採集記録

Table3RecordsofmczJs(ルヅgMJc"s）spcollected

fromDiplocyclospalmatusCJEFFREY

西表

Irlomote）

８．１８
「】

（M1yako）

石炳已

Ｉｓｈ１ａｋ，

１９８３．８

＊雄のみ採集．＊Onlyonemalewascollected

石拍島

（Ishlgakl）
４．テリハボクミバエ（新称）

DCzcz`ｓ（Gy”"MzczzSノＫ"”oWjSHIRAKI

発見経過

1983年１０月，多良間島や黒島で採集されたテリハポク

（０J”ﾉby/血川"opﾉｶyノルｍＬ）の果実からミカンコミバ

エに酷似したミバエが多数羽化した。那覇植物防疫事務

所の調査の結果，それらはミカンコミバエとは全く別種

であることが確認され，伊藤修四郎教授によってDcJc"ｓ

(Ｇｙｍ"o血CHS)肋"jWsAiiSHIRAKIと同定された｡本種は，

1953年に素木得一博士に同行した国吉清保氏により西表

島で採集された雄２個体をもとに，SHIRAKI（1968)が

新種として記載した種である。

本種の採集状況は次のとおりである。

1983年10月に採集した黒島産テリハポク445果のうち

89果が寄生されており，この寄生果実から380頭の成虫

が羽化した。また同年１１月及び'２月採集の多良間島産テ

リハポク145果から224頭の羽化成虫が確認された。テリ

ハポク１果あたりの寄生虫数は１－６頭であった。

ミカンコミバエ調査用トラップへの誘殺事例はなく，

メチルオイゲノールには誘引されないと考えられる。

形態，（Ｆｉｇｌ－ＣＦｉｇ４）

浜島

Kohama）

９１３
阿表脇

（Irlomote）

９１４
二.占島

（M1yako）

石垣県

Ｉｓｈ１ｇａｋｌ

丙表島

Ｉｒｌｏｍｏｔｅ

１０．２７
ニーノ.｝

（Ish1gakl）

１１．２８
二■■ＩｘｕＪ

（Mlako）

９８４４１３
出▲．．

Ｉｒｌｏｍｏｔｅ

４１６
石ｉＴｌＩＬ

（Ishlgak，
＝

凶：▲．■

（Irlomote

ＩｚＩＪ

Ｉｓｈｌａｋ，

７１１表烏

（Irlomote

注)；（）内はキュールアトラップ採集された虫数を

示す．（）indicatesnoliescapturedbycue-lure

trap．

＊雄のみ採集．＊Onlymaleswerecaptured

調査年月曰
Ｄａｔａ

場所

Locality
(Island）

採集地点数

Ｎｏ．trapped
ｐｏｌｎｔｓ

採集頭数
Ｎｏ．flies。

●

1９８３．７．６
西表島

(Iriomote）
６ 1４

７．７
与那国島

(YonaR
１ １

７．１１
石垣島

(IshiRaki）
５ 15(6)

７．２０
石垣島

(IshiRaki）
１ １

７．２１
与那国島

(Yonag
１ １

８．３
石垣島

(Ishigaki）
２ ７

８．５
西表島

(Iriomote）
２ ８

８．１８
宮古島

(Miyako）
１ (１）

"
石垣島

(IshiRaki）
１ １

８．２９
宮古島

(MiyakO）
１ ２

８．３１
宮古島

(Miyako）
１ １

９．１
石垣島

(IshiRaki）
２ ２

９．６
小浜島

(Kohama）
１ １

９．１３
西表島

(Iriomote）
３ ６

９．１４
宮古島

(Miyako）
１ １

〃
石垣島

(IshiRaki）
１ １

９．３０
西表島

(Iriomote）
１ ３

1０．２７
石垣島

(IshiRaki）
２ ３

１１．２８
宮古島

(Miyako）
１ １

１９８４．４．１３
西表島

(Iriomote）
１ ２

４．１６
石垣島

(Ishi2aki）
１ １

４．１７
西表島

(Iriomote）
１ １

４．２５
石垣島

(IshiRaki）
１ １

５．７
西表島

(Iriomote）
１ １

採果年月日

Ｄate

場所

Locality
(Island）

調査果数

No.fruits

collected

寄生果数

Ｎｏ．fruits

infested

羽化頭数．

Ｎｏ．flies．

1９８３．８．１
石垣島

(Ishigaki）
805 １ １
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採集データ：果実調査による採集データを第５表に記

す。

この種の外部形態はSHIRAKI（1968）により詳述さ

れているが，われわれの調査結果とは異なる記載があっ

た。

全体：ミカンコミバエに酷似する。体長５．５～７mm・

体は褐色～黒褐色。

頭部：①顔面に１対の黒斑がある。SHIRAKI（1968）

では２対の黒斑で，１対は触角基部下方にあり，小さな

黒点であると記している｡）②単眼三角瘤は黒色で，

頭頂に褐色の横帯がある。③顔眼縁赫毛基部に黒斑が

ない。④上額眼縁練毛はｌ対。⑤下額眼縁赫毛は２

対。

胸部：①小楯板鰊毛は１対。②側縦帯は黄色で中

胸背線から後翅背鰊毛に達する。中央縦帯はない。③

前気門周辺は黒色。④小楯板は全面黄色。⑤翅の肘

臂紋は瞥室伸展部基部でわずかに肘室部に広がる。⑥

翅の腎室伸展部は短かく，その長さはその先端から翅縁

までのＣｕＡ＋１Ａ脈よりも短かい。

腹部：

１．背板;①第１及び第３節の基部，第２節中央部の

基部寄りに黒色の横帯があり，第３～第５節に黒縦帯が

ある。個体によっては第４，５節の側方にも黒斑がある。

２．腹板（Ｆｉｇ４－ａ川雄の第５腹板後縁は深く凹む。

３．雄交尾器（Ｆｉｇｓ４－ｂｃ）；①上尾突起の後葉

は短い。②phallicapodeme（陰茎甲）はよく発し，

前方へ伸長する。③genitalringmembraneの後方に

キチン化した部分があり,前方に長卵形の嚢を形成する。

４．雌産卵管（Figs4-d,e）；①産卵管は幅広い。

②preapicalsetaeofpiercer（鎖孔器端前赫毛）は２

本で同長。

ミカンコミバエとは胸部③⑤⑥及び腹部第５腹板等に

より区別できる。

分布：多良間島，黒島，西表島。
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第５表果実調査によるテリハボクミバエの採集記録

Table5RecordsofD`zc"s(G)wz"Mzc"s)肋"jyoshii

SHIRAKIcollectedfroｍＱｚ”ﾉＭ此川"qPﾉＭﾙｍＬ

Onthecourseoftheeradicationprojefctomhe

orientalfruitfly,助c脚s(ＢａｃｍｃｅｍＭｂ滝α/jSHENDEL,by

themaleanihilationwithmethylｅｕｇｅｎｏｌａｎｄＢＲＰｉｎ

ＭｉｙａｋｏａｎｄＹｅｙａｍａlsles，Okinawa，Ｊａｐａｎｔｗｏｕｎ‐

knownandonerediscoveredspeciesofthegenus

Dzzcﾂﾞｓ（Diptera：Tephritidae）werecollectedbyex‐

aminationoHruitsand/ortrapswithmethyleugenol、

MaleandfemalegenitaliaofD（qwz"Mzc"s）

肋"iyosAiiSHIRAKLdescribedbySHIRAKI(1968)asanew

specieswithtwomalespecimenscollectedfrom

lriomotelsjnl953,weredescribedandillustrated

(Ｆｉｇｓｌ－Ｃ４）Ｔｈｅｈｏｓｔｐｌａｎｔｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｅｓｉｓ

１９８３．１０．３１

１１２０

１２９

＊雌雄いずれも採集．＊Malesandfemaleswere

collected．

採果年月日

Ｄate

場所

Locality
(Island）

調査果数

Ｎｏ．fruits

collected

寄生果数

Ｎｏ．fruits

infested

羽化頭数､

No.flies＊

1983.10.31
黒島

(Kuroshima）
445 8９ 380

1１．２０
多良間島

(Tarama）
510 138 218

1２．９
多良間島

(Tarama）
1,401 ７ ６
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Calophyllum inophyllum L. This species was not

attracted by methyl eugenol, although closely allied to

D. (Bactorocera) dorsalis. D. (Bactrocera) sp. (Figs. I-A,

2) and D. (Zeugodacus) sp. (Figs. I-B, 3) were

collected from Diospyros maritima BL. and Diplocyclos

palmatus C. JEFFREY, respectively. Males of them were

also collected by the methyl eugenol trap. A few

specimens of the D. (Zeugodacus) sp. were collected by

the cue-lure trap.


